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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
携帯内視鏡の操作部に配置された照明用ライトガイドの入射端部に照明光を供給するよう
に上記操作部に対して着脱自在に取り付けられる携帯内視鏡の光源装置であって、発光源
である光源ランプが配置されたランプ室ユニットと上記光源ランプに電力を供給するため
の電源を内蔵する電源ユニットとが接続／分離自在に構成されたものにおいて、
上記電源ユニットと上記ランプ室ユニットを接続状態において全体として水密に構成する
と共に、上記電源ユニット内と上記ランプ室ユニット内とを連通させる通気孔を上記電源
ユニットと上記ランプ室ユニットとの接続部に形成し、外部から上記電源ユニット内に加
圧気体を送り込むための加圧口を上記電源ユニットに設けたことを特徴とする携帯内視鏡
の光源装置。
【請求項２】
上記加圧口が、電源である電池を上記電源ユニット内に出し入れするための通常は着脱自
在なキャップによって水密に塞がれた開口であり、その開口に上記キャップに代えて加圧
部材を接続することにより上記電源ユニット内が加圧され、それと同時に、上記通気孔を
介して上記電源ユニット内と連通する上記ランプ室ユニット内も加圧される請求項１記載
の携帯内視鏡の光源装置。
【請求項３】
上記電源ユニットと上記ランプ室ユニットとの接続部に各々、電気絶縁材によって保持さ
れた電気接点が配置されていて、上記電源ユニットと上記ランプ室ユニットの双方の電気
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絶縁材に上記通気孔が形成されている請求項１又は２記載の携帯内視鏡の光源装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
この発明は、操作部に対して着脱自在に設けられた携帯内視鏡の光源装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】
携帯内視鏡の光源装置は一般に、操作部に配置された照明用ライトガイドの入射端部に照
明光を供給するように操作部に対して着脱自在に取り付けられ、内視鏡検査後の洗浄消毒
の際に水が浸入しない防水構造になっている。
【０００３】
そして、発光源である光源ランプに電力を供給するための電源として例えば電池とＡＣ／
ＤＣアダプタ等のように複数種類の電源を使用できるよう、光源ランプが配置されたラン
プ室ユニットと光源ランプに電力を供給するための電源を内蔵する電源ユニットとが接続
／分離自在に構成されて、ランプ室ユニットと電源ユニットとが各々水密に構成されてい
る（例えば、特許文献１）。
【０００４】
【特許文献１】
特開平９－７０３８５号、段落〔００２３〕等
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
しかし、上述のように構成された従来の携帯内視鏡の光源装置は、使用中に誤って床に落
としてカバー部材に微細なひび割れ等が生じたような場合に、水密構造が維持されている
かどうか検知することができない。
【０００６】
そのため、そのまま薬液への浸漬消毒等を行って薬液が内部に浸入し、次の内視鏡検査中
に回路の腐食や短絡等により光源ランプの点灯不良が発生して、内視鏡検査を打ち切らざ
るを得なくなってしまう場合がある。
【０００７】
そこで本発明は、各々が水密構造に形成された電源ユニットとランプ室ユニットとが分離
自在に連結された携帯内視鏡の光源装置において、電源ユニットとランプ室ユニットの双
方の水密構造が維持されているかどうかを容易に検知して、水漏れに起因する点灯不良等
の発生を防止することができる携帯内視鏡の光源装置を提供することを目的とする。
【０００８】
【課題を解決するための手段】
上記の目的を達成するため、本発明の携帯内視鏡の光源装置は、携帯内視鏡の操作部に配
置された照明用ライトガイドの入射端部に照明光を供給するように操作部に対して着脱自
在に取り付けられる携帯内視鏡の光源装置であって、発光源である光源ランプが配置され
たランプ室ユニットと光源ランプに電力を供給するための電源を内蔵する電源ユニットと
が接続／分離自在に構成されたものにおいて、電源ユニットとランプ室ユニットを接続状
態において全体として水密に構成すると共に、電源ユニット内とランプ室ユニット内とを
連通させる通気孔を電源ユニットとランプ室ユニットとの接続部に形成し、外部から電源
ユニット内に加圧気体を送り込むための加圧口を電源ユニットに設けたものである。
【０００９】
なお、加圧口が、電源である電池を電源ユニット内に出し入れするための通常は着脱自在
なキャップによって水密に塞がれた開口であり、その開口にキャップに代えて加圧部材を
接続することにより電源ユニット内が加圧され、それと同時に、通気孔を介して電源ユニ
ット内と連通するランプ室ユニット内も加圧されるようにしてもよい。
【００１０】
また、電源ユニットとランプ室ユニットとの接続部に各々、電気絶縁材によって保持され
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た電気接点が配置されていて、電源ユニットとランプ室ユニットの双方の電気絶縁材に通
気孔が形成されていてもよい。
【００１１】
【発明の実施の形態】
図面を参照して本発明の実施例を説明する。
図２において、携帯内視鏡の挿入部２の基端に連結された操作部１の上部側面には、光源
装置１０が着脱自在に接続される光源装置受け筒４が突設されており、その底面中央位置
に照明用ライトガイド３の入射端部３ａが配置されている。
【００１２】
光源装置１０のランプ室ユニット１０Ａには、光源装置受け筒４に螺合する締め環１１が
軸線周りに回転自在に配置されている。１２は、発光源である例えば豆電球又は発光ダイ
オード等からなる光源ランプ、１３は集光レンズ、１０Ｓは手動スイッチである。
【００１３】
そのような光源ランプ１２に発光電力を供給するための電源として、電池１４を内蔵する
電源ユニット１０Ｂがランプ室ユニット１０Ａに対して接続／分離自在に設けられている
。ただし、電源ユニット１０Ｂが交流商用電源からの入力を直流に変換するＡＣ／ＤＣア
ダプタ等であっても差し支えない。
【００１４】
電源ユニット１０Ｂの一端側には、ランプ室ユニット１０Ａに設けられた受けネジ（雄ネ
ジ）１６に対して螺脱自在な雌ネジが形成された手動回転リング１７が回転自在に配置さ
れている。
【００１５】
電源ユニット１０Ｂの他端側には、内蔵する電池１４を出し入れするための電池取り出し
口１９ｏを気密に塞ぐキャップ１５が、キャップ受けネジ（雄ネジ）１９ｓに対して螺脱
自在に回転自在に螺合している。
【００１６】
また、例えば１．２気圧（絶対圧）程度の加圧空気を送り出すように設定された検査用送
気ポンプ５０の送気チューブ５１の先端に送気口接続環５２が取り付けられており、その
送気口接続環５２も、キャップ１５に代えて、電源ユニット１０Ｂのキャップ受けネジ１
９ｓに螺合接続することができるようになっている。
【００１７】
図３と図４は、ランプ室ユニット１０Ａに対して電源ユニット１０Ｂが連結された状態と
分離された状態とを示しており、図３には、ランプ室ユニット１０Ａの締め環１１と操作
部１の光源装置受け筒４との螺合連結部も図示されている。
【００１８】
ランプ室ユニット１０Ａの先端側の部分には集光レンズ１３と光源ランプ１２が内蔵され
ると共に、後端側の部分には手動スイッチ１０Ｓが配置され、ランプ室ユニット１０Ａを
囲むカバー部材の継ぎ目部分等が全てＯリング３０によってシールされて、ランプ室ユニ
ット１０Ａは後述する通気孔２４部分を除いて全体が単独で水密にシールされている。
【００１９】
また、電池１４を内蔵する電源ユニット１０Ｂも、キャップ１５の取り付け部を含めて、
カバー部材の継ぎ目部分等が全てＯリング３０によってシールされて、後述する通気孔２
６部分を除いて、全体が単独で水密にシールされている。
【００２０】
ランプ室ユニット１０Ａに電源ユニット１０Ｂを連結するためのランプ室ユニット１０Ａ
側の受けネジ１６は、ランプ室ユニット１０Ａの側面から側方に突出形成された円筒状部
の外周面に形成されている。
【００２１】
そして、その内側位置に固定された電気絶縁材２３に正負両極の接点ピン２２ａ，２２ｂ
が保持されると共に、ランプ室ユニット１０Ａ内と外部とを連通させる通気孔２４が接点



(4) JP 4373706 B2 2009.11.25

10

20

30

40

50

ピン２２ａ，２２ｂと並んで電気絶縁材２３に貫通形成されている。
【００２２】
電源ユニット１０Ｂは、電池１４を収容する導電性金属製の内筒１９ａ，１９ｂの外面に
電気絶縁性の外筒１９ｃを被覆して外装されており、内筒１９ｂに対して螺脱自在なキャ
ップ１５も、導電性金属製の内キャップ１５ａの外面に電気絶縁性の外キャップ１５ｂを
被覆した構成になっている。
【００２３】
電源ユニット１０Ｂをランプ室ユニット１０Ａに連結するために電源ユニット１０Ｂ側に
設けられている手動回転リング１７は、受けネジ１６に対して螺脱自在な金属製の雌ネジ
環１７ａをプラスチック製の操作環１７ｂの内側に一体にインサート成形して構成されて
おり、軸線周りに回転自在であるが、外筒１９ｃに対して固定的に形成されている抜け止
めストッパ２０によって軸線方向の移動が規制されて、電源ユニット１０Ｂから抜け出さ
ないようになっている。
【００２４】
電源ユニット１０Ｂの手動回転リング１７が設けられている側の突端部分には、正負両極
の接点部材２１ａ，２１ｂが電気絶縁材２５で保持された状態に配置され、電源ユニット
１０Ｂ内と外部とを連通させる通気孔２６が接点部材２１ａ，２１ｂと並んで電気絶縁材
２５に貫通形成されている。
【００２５】
そのような構成により、電源ユニット１０Ｂに配置されている手動回転リング１７をラン
プ室ユニット１０Ａに配置されている受けネジ１６に螺合させて締め付けることによって
、電源ユニット１０Ｂとランプ室ユニット１０Ａとが全体として水密にシールされた状態
に連結されて接点部材２１ａ，２１ｂと接点ピン２２ａ，２２ｂが導通し、受けネジ１６
に対する手動回転リング１７の螺合を緩めれば、電源ユニット１０Ｂがランプ室ユニット
１０Ａから取り外される。
【００２６】
図１は、電源ユニット１０Ｂからキャップ１５を取り外して内部の電池１４を取り出し、
キャップ１５に代えて検査用送気ポンプ５０の送気口接続環５２を電源ユニット１０Ｂの
キャップ受けネジ１９ｓに螺合させた状態を示している。
【００２７】
この状態では、電源ユニット１０Ｂに対する送気口接続環５２の接続部はＯリング３０に
よってシールされ、電源ユニット１０Ｂの通気孔２６とランプ室ユニット１０Ａの通気孔
２４とが互いに連通する状態になる。
【００２８】
そこで、検査用送気ポンプ５０から加圧空気を送り出すことにより、通常はキャップ１５
で塞がれている電池取り出し口１９ｏから電源ユニット１０Ｂ内に加圧気体が送り込まれ
て電源ユニット１０Ｂ内の圧力が上昇し、それと同時に、加圧空気が通気孔２６，２４を
介してランプ室ユニット１０Ａ内に送り込まれ、ランプ室ユニット１０Ａ内の圧力が上昇
する。
【００２９】
したがって、ランプ室ユニット１０Ａと電源ユニット１０Ｂのどこかに水密構造の破綻が
発生していれば、上述のような加圧作業を水中で行うことにより、破綻部から泡が発生す
るのを視認することができるので、ランプ室ユニット１０Ａと電源ユニット１０Ｂの双方
の水密構造が維持されているかどうかを容易に検知して、水漏れに起因する点灯不良等を
防止することができる。
【００３０】
なお、本発明は上記実施例に限定されるものではなく、例えば、加圧口は必ずしも電池取
り出し口１９ｏである必要はなく、通常は塞がれている他の開口等を利用してもよいし、
加圧空気を送り込むための専用の開口を通常は塞がれているように設けても差し支えない
。
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【発明の効果】
本発明によれば、電源ユニット内とランプ室ユニット内とを連通させる通気孔を電源ユニ
ットとランプ室ユニットとの接続部に形成し、外部から電源ユニット内に加圧気体を送り
込むための加圧口を電源ユニットに設けたことにより、加圧口から加圧気体を電源ユニッ
ト内に送り込むだけで、電源ユニットとランプ室ユニットの双方の水密構造が維持されて
いるかどうかを容易に検知して、水漏れに起因する点灯不良等の発生を防止することがで
きる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施例の携帯内視鏡の光源装置の水漏れ試験の状態を示す側面断面図で
ある。
【図２】本発明の実施例の携帯内視鏡の全体構成図である。
【図３】本発明の実施例の携帯内視鏡の光源装置のランプ室ユニットと電源ユニットとが
連結された状態の側面断面図である。
【図４】本発明の実施例の携帯内視鏡の光源装置のランプ室ユニットと電源ユニットとが
分離された状態の側面断面図である。
【符号の説明】
１０　光源装置
１０Ａ　ランプ室ユニット
１０Ｂ　電源ユニット
１２　光源ランプ
１４　電池
１５　キャップ
１９ｏ　電池取り出し口（加圧口）
２３　電気絶縁材
２４　通気孔
２５　電気絶縁材
２６　通気孔
３０　Ｏリング
５０　検査用送気ポンプ
５１　送気チューブ
５２　送気口接続環
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